人 @HUTAGHI 


コン ソー ル 形 


TI1 イ ンチ ヘリ カル VTR 


HR-210 


数 々 の ノウ ハウ と 高度 の 技術 を 結集 し た 
据置 形 1 イ ンチ ヘリ カル VTR・HR-210 


日 立 電子 は , 昭和 33 年 に 真空 管 を 使っ た ムロ ー バ ンド 方 式 の 放送 用 2 イ 化 , テ ー プ 装てん を 容易 に する 可動 が ガ イド, ビデ オ ヘ ッ ド と テー の 無 接 
ンチ 4 ヘッ ド 形 VTR・SV-7600 を 発表 し て 以来 . ト ラン ジス タ 化 ハイ バ 触 化 , エア テー プ ガ イド , ヘッ ドド ラム の 無 調整 交換 な ど 、 今 まで の ヘリ 
ンド 方 式 の SV-7700 を 始め , 常に 放送 ・ ビ デオ 業界 の 第 一 線 で 活躍 する カル VTR に は な か っ た ユニ ー ク な 特長 を 標準 装備 し て いま す 。 き ら に , 映 
数 々 の 優れ た VTR を 開発 ・ 製 品 化 し て きま し た 。 こ の 20 余 年 に わた 像 と 音声 2CH の 同時 再生 、 デ ビエ ーション マー カ の 重畳 ., シ ンク チャ 
蓄積 され た ノウ ハツ と 高度 の 技術 を 結集 し , SMPTE TYPE"C" 規 格 ン ネ ル の 標準 装備 , 正確 取り 扱い 容易 な 編集 シス テム , 自動 トラ ッ キ ン 
に 基づい て 設計 ・ 製 作 さ 8 れ た の が , 据置 形 VTR・HR-210 で す グ シ ステ ム (オプション) な ど , 数 々 の 特長 を 持っ て いま す 。 ま た HR-210 
HR-210 は , 安定 し た 性 能 で ご 好評 を いた だ いた 2 イン チ 4 ヘ ッ ド 形 VTR は , 他 の “C" 際 衝 の チャ 2Ibu あ el03 
の 「 余 裕 あ る 特性 」, 「 高 信頼 性 」, 「 耐 久 性 」 お よび 「 操 作 性 」 の 良き の 流 る 1 イン チ “C" 規格 の VTR の 製品 ボリ シー を , HR-210 の 製品 その も の で ご こ 
れ を 流 み , か つ へ リカ ル 4 生か し た 本 格 的 な 放送 用 確認 (だ きい 

VTR で す 。 特 に , ヘッ ド , キャ プス タン 以外 と の テー プ 磁 性 面 の 無 接触 

総合 機能 @ 高 品質 の 記録 再生 


@ あら ゆる | イン チ VTR(SMPTE TYPE^C" 規 格 ) テ ー プ と 互換 性 
@ 自動 トラ ッ キ ング (オプ ショ ン ) 

@ 同時 再生 機能 (映像 ・ 音 声 ) 

@ 内蔵 マイ クロ プロ セッ サ に よる 制御 

@ 一 攻 倍 速 か ら 十 | 倍 速 ま で 可変 出来 る スロ ー( オ プシ ョ ン ) 


映 像 系 @ ヘッド ドラ ム 内 蔵 の プリ アン 
@ 正確 て 容易 な 変調 度 調整 付 

@ 簡易 ケー ブル 補償 内 蔵 

@ シン クト ラッ クア プ セ ンス 回 路 
@ カ ラー プロ セッ サ 内 蔵 可能 (オプ ショ ン ) 
@ オ ー ト クロ マ の 標準 装備 

@ シン ク ヘ ッ ド の 標準 装備 

@ 3 チャ ン ネ ル の 音声 記録 

@ チ ャ ン ネ ル ご と の レベ ル メ ー タ 
@ アフ レコ 機能 

@ ス ポッ トイ レー スズ 機能 


叶 
陸 
肖 
| 
| 
| 


ザー ず 系 e 異 径 リー ル で も 安定 し た 動作 
@ カ ラー フレ ー ミ ング 
の ダイ レク トド ライ ブ プ DGC モ ー タ ー 
機 構 系 @ テー プ 磁 性 面 を 保護 する 走行 系 
e 無 接触 ドラ ム 
@ テープ 貼り つき の 解消 
エア テー プ ガ イド 
@ テ ー プ トラ ンス ポー ト 保 護 カ バー 
@ ヘッ ドド ラム の 無 調整 交換 
@ プ リン ト 基 板 の 前 面 実装 
操 作 性 @ 操作 パネ ル 上 で の TBC リ モコ ン 
@ 操作 パネ ル 上 で の キュ ー シ フ ト 
@ テ ー プ トラ ンス ポー ト 部 用 照明 ラン プ 付 
@ 3 系 統 の リモ コン コネ クタ ー 


今 ま で の 間 題 点 を 解決 し た 


⑧⑬③ さ きら に , ドラ ム の 出入 日 ガイ ド の 所 で , テー プ が 急 角度 で 曲り 
な が ら 走 行 す る た ゆめ 、 テ ー プ に 大 き な 抵 抗 が 加わ り , シャ トル モ 


| テー プ 盛 性 面 を 保護 する テー ブ 喜 行 系 
ー ド に 必要 な 高速 走行 へ の 立ち 上 り 時 間 の 短縮 が 困難 で し た 。 


@ 今 まで の 問題 点 上 部 ドラ ム 0 
供給 リー ル か ら 出 た テー プ ' は , ビデ オ ヘ ッ ドド ラム 等 を 経て 巻 取 

リー ル に 至る わけ で す が , 今 ま で の VTR で は , 磁性 面 が ガイ ド 

ロー ラ や ガイ ド ポ スト 等 に 接触 し な が ら 走 行 す る テー フウ パス を 採 

っ て いま し た 。 を の た め , 大 事 な テ ー プ の 磁性 面 を 傷つけ て ドロ 

ッ プ アウ ト の 発生 する 率 が 高く な っ て いま し た 。 


@HR-210 の テー ブ ソ パス 

VTR の 記録 テー プ は , ユー ザー に と っ て 大 事 な 製 品 で す 。 日 立 は , 
これ を 大 切 に し な けれ ば な ら な いと いう ポリ シー に 基づい て , へ 
ッ ド と ピン チロ ー ラ 以外 が テー プ 磁 性 面 に 接触 し な い ユ ニー ク な 
テー フッ パス を 採用 。 こ れ を , "PRO” TAPE PATH と 名 づけ まし 
た 。("PRO" と は Protective Reverse Oxide の 略 )。 


1 イン チ ヘ リカ ル VTR ド ラム 部 
@HR-210 の エア サポ ー ト シス テム 
(IE デオ ヘッ ド の 無 接触 化 
HR-210 で は , 本体 に 内 蔵 し た エア コン プレ ッ サ の 空気 を 上 部 下 
ラム に 送り , 各 ヘッ ド チ ッ プ の 取付 部 近傍 の 穴 か ら 吹き 出し て , 
磁気 テー プ を 浮上 る せま す 。 上 部 ドラ ム は 3,600rpm で 回 転 し て 
いる た め , テー プ と ドラ ム の 間 に 均 一 な エア フィ ルム を 作っ て , 
これ を 完全 に 無 接触 し し ます 。 こ れ に よっ て , 前 記 (①② の 問題 点 
を 完全 に 解決 する こと が で きま し た 。 を その た め , ド ラム 停 止 時 , 今 
まで の よう に テー プ " を た る ませ る こと に よっ て , 頭 出し 位置 の ず 
れ を 起す 恐れ も あり ませ ん 。 
HR-210 で は , 更 に 速 送 り , 巻き 戻し 時 に も テー プ と ヘッ ド を 無 接触 
⑧ HiTAcHi に し て いる の で , テー プ と ヘッ ド の 長寿 命 化 に 役立っ て いま す 。 
な お , 主 操作 パネ ル の TAPE/EE ス イッ チ を TAPE に すれ ば , 
無 接 触 を 解除 する こと が で きま す 。 


*PRO” TAPE PATH 


入口 ガイ ド 〇 ) ( 〇 出口 ガイ ド 


| 日 立 独 自 の エア サポ ー ト シス テム ] 


候 今 まで の 問題 点 

SMPTE"C" フォ ー マ ッ ト で は , 直径 約 135mm の ヘッ ドド ラム を 使 

用 し て いま す 。 上 部 ドラ ム に は , 6 個 の ヘッ ド チ ッ プ が 取り 付け られ , 
3,600rpm で 高速 回 転 し ます 。 テ ー プ は , 344" の Q 状 に ドラ ム に ラ ーーーー 
巻き 付け られ て いま す 。 

その た め , ① ヘ ッ ド が テー プ " に 接触 し た まま 長 時 間 同 じ 所 を 高速 

回 転 す る スタ ン バ イ モー ド で は , テー プ に ヘッ ド の 軌跡 ( 傷 ) が 残 

り , し か も ヘッ ド が 摩耗 し た り , ヘッ ド づ まり を 起 し た りす る と 

いう 間 題 が あり まし た 。 テー ブ プ 脱落 防 よ ツメ 
また 湿度 が 高い と , スタ ー ト 時 , 往々 に し て テー プ ' が ドラ ム に 

貼り つく と いう 現象 も 認め られ まし た 。 


無 接触 化 機構 原理 図 


日 立 独 目 の 技術 


(0 エア テー プ ガ イド 

RECORD 及 び PLAY モ ー ド 以外 で は , エ アコ ンプ "レッ サ の 空気 
を ドラ ム の 出入 口 ガ イド か ら 吹 き 出 し ます 。 空気 は 細長 い ス リッ 
ト 状 の 溝 か ら 出 て テー プ に 当たり , 均一 な エア フィ ルム を 作り ま 
す 。 こ の た め , 巻 付 角 の 大 きい 出入 口 ガ イド の 摩擦 を 減ら し , 湿 
度 な どの 環境 変化 に も 強い 安定 し た テー プ 走 行 を 実現 する と と も 
に , 高 速 走行 へ の 立ち 上 り 特 性 を 大 幅 に 改善 し , 前 記 ③ め 問題 点 
を 完全 に 解決 する こと が で きま し た 。 


| 
ドラ ム 回 転 
エア テー プ ガ イド 概念 


ユニ ー ク な 可動 ガイ トメ カニ ズム 


例 今 まで の 問題 点 

SMPTE"C" フォ ー マ ッ ト で は , ヘッ ドド ラム 径 が 約 135mm。 テ ー 
プ 巻 付 角 が 344" と な っ て いる た め ,① 出 入口 ガイ ド ボ ス ト の 間隔 
が 約 1.5mm と 接近 し ,② ド ラム と 出入 口 ガイ ド ポ スト の すき ま が 0.15 
mm と 極端 に 狭く , 入口 ガイ ド は 出口 ガイ ド よ り 低く かつ 興 ま 
っ た 位置 に あり ます 。 この た め , テー プ が 非常 に か け に くい と い 


YC? フ ォ ー マ ッ ト 、1 イ ンチ VTR ドラ ム 部 


@HR-210 の 可動 ガイ ド 軸 

テー プ 装 て ん 時 , 入 日 ガイ ド ポ スト を 自動 的 に 10mm 後 退き せる よ 
うに し まし た 。 これ に より , テー プ 装 て ん 時 間 が 従来 の 必 で すむ 
よう に な り ま し た 。 テ ー ブ " 装 て ん 後 STAND BY ボタ ン を 押す と , 
ガイ ド ボ ス ト は 正規 の 位置 に 復帰 し ます 。 ま た , この ポス ト は , 
SHUTTLE で 巻き 戻し を 行っ て いる と き , 巻 取 リ ー ル の テー プ ' 残 
量 が 少な て な る と エン ドモ セン サ の 信号 に よっ て 自動 的 に 開き ます 。 
これ に よっ て , 折れ 曲っ た テー プ の 端 が ヘッ ド を だ たたき ヘッド が 
破損 する の を , 防止 し ます 。 


固定 ガイ ド (出口 側 ) 
可動 ガイ ド (入口 側 ) 


可動 ガイ ド 概 念 較 


< 精度 と 信頼 性 > 


入口 ガイ ドド は" C" フォー マッ ト VTR の 互換 性 を 左右 する 大 事 な 
ポイ ント な の で , る の 機械 的 精度 と 信頼 性 は 極め て 重要 で す 。 日 
立 は , 優 れ た メカ ニズム と 長年 培っ た 精密 加工 技術 に よっ て 特殊 
な 可動 ガイ ド を 開発 し , テ ー プ 装てん の 容易 さと テー プ 互 換 性 の 
確保 を 両立 させ る と いう 問題 を 解決 し まし た 。 

この 可動 が ガ イド について, 多く の サン プル を 用 いで 20 万 往復 の 動 
作 テ スト を 行っ た 結果 , 図 に 示す 例 の よう に , すべ て 位置 決め 精 
度 二 2zm 以 内 , 傾き 精度 2zm/25mm 以 内 に 収まり ,、 テー ブ 王 換 性 
に 対し て 全く 問題 の な いこ と が 確認 8 ミ れ まし た 。 な お 上 記 の 20 万 
E4 万 時 間 の 実 動作 に 相当 し ます 。 


ヘッ ド 交 換 は 無 調整 で す 。 


仕 様 


@ 一 般 事 項 


記録 方 式 
使用 テー フ 
テー デス ビ ピード 


記録 再生 時 間 


記録 トラ ッ ク 数 


系 統 同期 信号 


送り プ 巻 戻し 時 間 


早 
テー プ タ イ マ 精 度 


サー ボロ ッ ク 時 間 
キュ ー ト ー ン 信号 


テー プ タ イ マ 表 示 


周波 数 特性 


S/N 

非 直線 ひずみ 

DG 

DP 

モア レ 

K フ ァ ク タ 
輝度 / 色 度 信号 遅延 差 


人 @ 音 声 系 


周波 数 特性 
S/N 


ひずみ 率 


クロ スト ー ク 
(1,000Hz) 


ワウ フラ ッ タ 


SMPTE TYPE“C" 規 格 に よる ハイ バン ド 方 式 
1 イン チ 幅 磁気 記録 テー プ (NAB ハ ブ ) 
244.0 土 0.5mm/s 

96 分 (10.5 イ ンチ リー ル ) 

64 分 (9 イン チリ ー ル ) 

映像 トラ ッ ク … 


音声 トラ ッ ク 


コン トロ ー ル トラ タック の の eee 1 
同期 信号 トラ ッ ク 
(記録 時 ) 入力 複合 映像 信号 また は 

外部 基準 同期 信号 
(再生 時 ) 外部 基準 複合 同期 信号 
(編集 時 ) 入力 複合 映像 信号 
100 秒 以下 (60 分 テー プ 使 用 時 ) 
(タイ マロ ー ラ 運用 時 ) 土 3 秒 以内 (1 時 間 記 録 ) 
(タイ ムレ ュー ド 運 用 時 ) 1 フレ ー ム 以内 
3 秒 以 下 (スタ ン バ イ モー ド か ら ) 
400/1,000Hz 録 再 可能 (オプ ショ ン ) 
(時 間 ) 時 , 分 , 秒 , フ レー ム 
(ユー ザー ビッ ト )8 桁 の 任意 の 数 字 


Ri 


人 @ 映 像 系 (TC-200B 形 TBC と 組み 合わ せ ) 


30Hz 一 4.2MHz 土 0.5dB、4.7MHz 
ー3dB 

48dB(p-p/rms) 以上 

2 欠 以 下 

3 % 以 下 

3 以下 

ー40dB 以 下 

1 2 以下 (sin22T パ ルス ) 

20ns 以 下 


50 一 15,000Hz 十 1.5- 一 3.0dB 
56dB 以 上 (AUD 1,2) 
50dB 以 上 (AUD 3) 

1 以下 (1,000Hz) 
ー56dB 以 上 (AUD 1…AUD 2) 
ー56 dB 以下 (AUD 1,2 つ AUD 3) 
0.1%rms 以 下 


人 @ 入 力 信号 


碁 準 同期 


ADVANCED SYNC 


人 @ 出 力 信号 
映像 


DEM OUT 


モニ 盾 
百 戸 


ペ ヘッドホ ン 


ドロ ッ プ アウ ト 


モニ タ 


TBC OUT 


@ 電 涼 
電圧 
周波 数 
消費 電 カ 


人 @ 周 囲 条 件 
温度 


湿度 


1.0Vp-p, 75Q, 不平 衡 , 複合 映像 信号 , BNC 
ー20dBm, 600Q, 平衡 (AUD 1,2.3) 
約 一 60dBs, 50kQ, 不平 衡 (AUD 3) 

(複合 同期 信号 ) 

4.0 ま た は 1.0Vp-p,75Q, 不 * 
(カラ ー 副 搬送 波 ) 

2.0 ま た は 1.0Vp-p, 75Q. 不平 
4.0 ま た は 1.0Vp_-p,759, 不平 


* 衡 1 回 路 、BNC 


衡 、1 回 路 , BNC 
箱 、1 回 路 、BNC 


1.0Vp-p, 759, 不平 衡 , 複合 映像 信号 、 BNC、 
2 回 路 

1.0Vp-p,759, 不 平衡. 複合 映像 信号 , BNC, 
2 回 路 

0dBm,6009, 平 衡 , 3 回 路 

+4 一 一 eodBs, 調整 可能 , 10kQ 
TTL レ ベル 

DRUM ERROR,CAPSTAN ERROR. 
REC/PB CTL.PB RF, AUD 1,AUD 2., 
AUD 3.AUD SIM 1,AUD SIM 2 
TTL レ ベル (TC-200B 形 TBC) 


AC100/117/220/240V 

50/60Hz, 単 相 

600VA(HR- 200B 本 体 の み ) 

1.330VA(CN- 210 ス タ ジ オ コン ソー ル 全 実装 時 ) 


810(W) ※690(D)※1.827(H)mm 


約 290kg 


0 一 45C ( 無 調整 動作 維持 ) 
10 一 90%( 結 赴 し な いこ と ) 


HIR-1 ロ ロロ HIR-2 ロ ロ HIR-2 ロ ロ 5 寺 克 。 HER- つ 1 ロ 電導 HIRR- ヨ ロロ 緒形 


人 仕様 お よび 外観 は 、 改 良 の た め 変更 する こと が あり ます 。 


人 ⑲ 日 一 電子 株 素 会 往 
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